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橘
則
光
に

つ

い

て

1
『

枕
草
子
』

を

中
心

に

ー

清
少
納
言

は

元

夫
則
光
を

ど

の

よ

う

に

描
写
し

て

い

る

の

だ

ろ

う
か

。

『

枕
草
子
』

に

お

け

る

則
光
の

役
割
を

探
る

こ

と

は、

清
少
納
言

の

執
筆
意
識
を

考
え

る

上

で

非

常
に

重
要
で

あ

る
。
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他
資
料
に

よ

る

則
光

Melsel 　unlverslty

は

じ
め

に

　
　
　
　
　
　
　
　

高

橋

由

記

　
橘
則
光
（

康
保
二

年
（

九

六

五
）

〜
没
年
未
詳
）

と

清
少
納
言

と

の

関
係
に

最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1）

に

言
及

さ

れ

た

の

は

塩

田

良
平
氏

で
、

そ

の

後、

岸
上

慎
二

氏
が

「

則
光

を

清
少
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

言

の

初
期
の

夫
と

考
察
し

て

大
体
誤
り

な
い

か

と

思

ふ
」

と

さ

れ

て

以

来、

二

人
が

一

時
期
夫
婦
で

あ
っ

た

こ

と

は

通

説
と

な
っ

て

い

る
。

則
光

の

父

敏
政
は

橘
氏
の

氏

長
者
で
、

　一

方、

清
少
納
言

の

父

元
輔
は

六

十
二

歳
で

よ

う
や

く

叙
爵
す
る

下
級
貴

族
だ

っ

た

か

ら、

家
格
は

則
光
の

方
が

上

で

あ
っ

た
。

一

男
則
長
が

生
ま

れ

た

天

元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
3）

五

年
（

九
八

二
）

当
時、

花
山
院
は

東
宮
で

あ

り、

乳
母
子

則
光
の

将
来
も

充
分
期

待
が

持
て

た

で

あ

ろ

う
。

清
少
納
言
か

ら

み

れ

ば、

恵
ま
れ

た

相
手
で

あ
っ

た
。

　
清
少
納
言
が

中
宮
定
子

の

も

と

に

出
仕
し

た

頃、

す
で

に

則
光
と

の

夫
婦
関
係
は

破
綻
し

て

い

た

ら

し

い

が
、

『

枕
草
子
』

に

は

則
光
の

登

場
す
る

章
段
が

数
段
あ

る
。

　
『

枕
草
子
』

以

外
の

資
料
か

ら

見
る

則
光
像
は、

武
勇
の

人
と
い

う

印
象
が

強
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4）

『

今
昔
物
語
集
』

（

巻
二

十
三

ノ

十
五
）

は、

武
器
を

持
っ

た

数
入

の

賊
に

襲
わ

れ

た

則
光
が、

奮
戦
の

末、

三

人
を

斬
っ

て

の

け

た

も

の

の、

そ

れ

を

隠
し

て

い

た

と

こ

ろ、

偽
の

下

手
人
が

名
乗
り

出
て、

そ

の

ま

ま

手
柄
を

譲
っ

た

と

い

う
話
で

あ

る
。

『

今
昔
物
語
集
』

に

は

「

兵
ノ

家
二

非
ネ

ド
モ
、

心

極
テ

太
ク

テ

思
量
賢
ク、

身
ノ

カ
ナ

ド
モ

極
テ

強
カ

リ

ケ
ル

。

見

目

ナ

ド
モ

吉
ク

、

世
ノ

思
エ

ナ

ド

モ

有
ケ
レ

バ

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5）

入
二

所
被
置

テ

ゾ

有
ケ

ル
。

」

と

記
さ

れ

る

が
、

室
伏
信
助
氏
は

「

「

兵
の

家
に

非
」

ざ

る

中
流
の
一

貴
族
が、

思

慮
と

幸
運
に

よ
ワ

て

危
難
を

潜
り

ぬ

け

た
L

話
と

さ

（
6

）

れ

た
。

し

か

し、

室
伏
氏
も

「

記
録
に

と

ど

め

ら

れ

た

則
光

像
は、

ど

う
や

ら

剛
勇

の

系
譜
に

つ

な

が

る

ら

し
い

」

と

さ

れ

る

よ

う
に

、

古
記
録
に

も

則
光

の

武
勇
談
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7）

残
っ

て

い

る
。

以
下
は、
『

権
記
』

長
徳
四

年
（

九
九

八
）

十
一

月

八

日

条
で

あ

る
。

　
　
（

藤
原
）

惟
風

朝
臣
来
云

、

藤
中
納
言
（

時
光
）

息
法
師
〈

狂
悪
者
也
〉

、

与
宰

　
　
相
中
将
（

藤
原
斉
信
）

宅
牧
童

相
闘、

童
被
疵
北
走

、

法
師
追

之

入

中
将
宅

、

　
　
童
北

而

去、

法
師
走
上

廊
、

更
追
中
将
〈

于
時
中
将
在
廊
間
也
〉 、

（

橘
）

則
光

　
　
朝

臣
慮
外
来

会
捕
法
師、

即

令
（

藤
原
）

忠
親

朝
臣
送
別

当
（

藤
原
公
任
）

　
　
云
々
、

時
光
男

の

法
師
は

「

狂
悪
者
」

で、

斉
信
家
の

牧
童
を

傷
つ

け

た

う
え
、

逃
げ
た

牧

童
を

追
い

か

け
て

斉
信
宅
に

侵
入

し、

な

お

か
つ

斉
信
を

も

追
い

か

け

た

と

い

う
。

宰
相
中
将
宅
に

侵
入

し、

上

廊
を

走
る

な

ど
、

法
師
の

狂
悪
さ

が

う
か

が

え

る
。

自

橘
則

光
に

つ

い

て

高
橋

由

記

＊

言
語
文
化
学
科

　
非
常
勤
講
師
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明

星
大

学

研
究
紀
要
【

日

本
文

化
学

部
・
言
語
文
化
学

科
】

第

十
五

号

　
二

〇
〇

七

年

邸
の

廊
に

い

た

と

こ

ろ

を
、

突
然
追
い

か

け

ら

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

斉
信
は

さ

ぞ

驚

き、

家
中
は

騒
然
と

し

た

で

あ

ろ

う
。

そ

の

よ

う
な

中
、

偶
然
斉
信
邸
に

居
合
わ

せ

た

則
光
が、

こ

の

法
師
を

取
り

押
さ

え

た
。

斉
信
家
で

は

則
光
に

喝
采

を

送
っ

た

の

で

は

な

い

か
。

『

江

談
抄
』

巻
三

ノ

ニ

五

「

橘
則
光
搦
盗
事
」

に

記

さ

れ

た

斉
信
邸

で

盗
を

搦
め

た

と

い

う
の

は、

こ

の

事
件
を

指
す
と

思
わ

れ

る
。

則
光

が

武
家
で

な

い

に

も

か

か

わ

ら

ず、

武
勇
の

人
で

あ
っ

た

こ

と

は、

認
め

て

良
い

だ

ろ

う。

　

ま

た
、

塩
田

良
平
氏
は

『

小

右
記
』

長

徳
三

年
（

九
九
七
）

四

月

十
七

日

条
と

『

書
写

山

円
教
寺
旧

記
』

を

例
に

挙
げ
て

、

花
山
院
の

乳
母
子

と

し

て

の

則
光
を

「

花
山
法
皇
に

最
後
ま

で

忠
誠
を

忘

れ

な

か
っ

た

遠
江
介
則
光
」

・
「

変
る

こ

と

な

き

　

　

　

　

　

　

　

　（
8
）

節
操
の

持
主
」

と

す
る

。

塩
田

氏

の

挙
げ

ら

れ

た

『

小
右
記
』

長
徳
三

年
（

九

九

七
）

四

月
十
七

日

条
に

記
さ

れ

て

い

る

の

は、
『

百

錬
抄
』

同
日

条
や

『

大

鏡
』

伊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

9）

尹
伝
裏
書
に

も

記
さ

れ

た

花
山

院
の

従
者
が

乱
暴
を

は

た

ら

い

た

事
件
で、
『

小

右

記
』

に

は

「

此
事
左

衛
門
尉
則
光

く

検
非
違
使

、

又

彼
院
御
乳
母
子
也
V

通
彼
院

云

々
」

と

あ

り、

こ

の

件
に

関
し

て

検
非
違

使
だ
っ

た

則
光
は

花
山

院
に

通

じ

て

い

た

と

い

う
。

『

書
写

山

円

教
寺
旧

記
』

に

は、

長

保
四

年
（

一

〇
〇

二
）

三

月

六

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
10）

に

花
山
院
が

播
磨
国

書
写
山

に

御
幸
し

た

際、

則
光
が

供
奉
し

た
こ

と

が

書
か

れ

る
、

い

ず
れ

に

し

ろ、

則
光
と

花
山
院
と

の

つ

な

が

り

を

示
す
資
料
だ

が、

そ

の

ほ

か

に

も

『

権
記
』

長

保
三

年
（

一

〇
〇
一
）

正

月

三

十
日

条
に

「

橘
朝
臣
則
光
従
五

位
上

〈

華
山
院
臨
時
給
＞

」

と、

花
山

院
の

給
で

従
五

位
上

と

な
ッ

た

こ

と

も

参
考
と

な

ろ

う。

池
田

亀
鑑
氏

は

則
光

に

つ

い

て

「

豊
か

な

学
問
的
教
養
や、

纎
細
な

感
情
や、

貴
族
的
な

高
雅
な

趣
味
生

活
に

は

欠

け
る

所
が

あ
っ

て

も、

思

慮
分
別
の

あ

る

人

間

で

あ
っ

た

よ

う

で

あ

る
」

・
「

洗
練
さ

れ

た

貴
族
的
人
間
で

は

な

か

っ

た

と

し

て

も、

人
物
は

し
っ

か

り

と

し

て

お

り、

世
間
の

信
望
も

相
当
に

あ
つ

く
、

頼
も

し

い

男

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

H）

あ
っ

た

で

あ

ろ

う
」

と

さ

れ

る
。

こ

れ

ら

の

資
料
か

ら

う
か

が

え

る

則
光
は、

義
に

厚
く

勇
猛
果
敢
で

有
能
な

人
物
と

い

う
印
象
を

受
け

る

が、

そ

れ

と

は

全
く

異
な

る

132

一

面

を

の

ぞ

か

せ

る

の

が

『

枕
草
子
』

で

あ

る
。

『

枕
草
子
』

の

則

光

　

　

　

　

　

　

（
12）

橘
則
光
が

『

枕
草
子
』

に

記
さ

れ

る

の

は

以
下
の

三

章
段
で

あ

る
。

名
が

記

さ

れ

る

の

は

三

章
段
だ

が、

｝

二

八

段
は

他
の

二

章
段
と

は

異
な

る
。

］

二

八

段
は

清
少
納
言
が

餅
餤
を

贈
っ

て

き

た

行
成
に

「

冷
淡
」

と

返

し

た

章
段
で
、

歌

を

贈
ら

な

か

っ

た

清
少
納
言

に

対
し

て

行
成
が

「

女
の

す
こ

し

我
は

と

思

ぴ

た

る

は
、

歌
詠
み

が

ま

し

く

そ

あ

る
。

さ

ら

ぬ

こ

そ、

か

た

ら

ひ

よ

け

れ
。

ま

う

な

ど

に

さ

る

こ

と

言

は

む

人、

か

へ

り

て

無
心

な

ら

む

か

し

（

下

19
）

」

と

誉
め

た

の

で、
「

則
光

、

な

り

や

す
な

ど、

笑
ぴ

て

や

み

に

し
」

と

清
少
納
言
は

返
し

た

と
い

う
が
、

三

巻
本

で

は

意
味
が

取
り

に

く

い
。

能
因
本
に

あ

る

「

「

則
光

な
り

や
」

と

笑
ひ

て

や

み

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
13）

し

〔

そ

れ

で

は、

ま

る

で

則
光
で

す
ね

と

笑
っ

て

…

…
）

L

の

方
が

解
し

や

す
い

が、

し

か

し

ど

ち

ら

に

し

ろ、

一

二

八

段
の

則
光

は
、

名
が

記
さ

れ

た

だ

け
で
、

清
少
納

言
と

の

直
接
交
渉
を

持
た

な
い

。

そ
こ

で

以

下、

七

八

段
・

八

〇
段
を

見

て

い

く
こ

と

に

す
る

。

七
八

段

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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七

八

段
「

頭
の

中
将
の

、

す
ず
う

な

る

そ

ら

言
を

聞
き

て
」

に

登
場
す

る

則
光
は

、

清
少
納
言

の

手

柄
を

語
る

伝
達
者
で

あ

る
。

七

八

段
は、

定
子
が
一

条
天

皇

と

共
に

内
裏
（

あ

る

い

は

今

内
裏
）

に

い

た

二

月

末
頃
の

こ

と

が

描
か

れ

て

お

り、

登

場
人

物
の

官
職
表
記
（

藤
原
斉
信
陛

頭
の

中
将、

源
宣

方
11
中
将、

橘
則
光

11
修
理

の

亮）

に

注
目

す

る

と
、

長
徳
二

年
（

九
九

六
）

二

月
が

全

て

の

条
件
に

当

て

は

ま

る
。

し

か

し

な

が

ら、

七

八

段
の

翌

年
の

こ

と

を

書
い

た

と

す
る

七

九
段
「

返

る

年
の

二

月
廿

よ

日
」

が

長

徳
二

年
の

こ

と

と

思
わ

れ

る

た

め
、

則
光
の

官
職
表
記
に

誤
り

が

あ

る

と

し、

七

八

段
は

長
徳
元
年
（

九
九
五
）

二

月
の

こ

と

と

推
定
さ

れ

て

い

る
。

長
徳
元

年
（

九
九

五
）

二

月

当

時
、

則
光

は

六

位
蔵
人
で、

修
理
の

亮
と

な
っ

た

の

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
（
14）

は
一

年
後
の

長
徳
二

年
（

九
九
六
）

正

月
二

十

五

日

だ
っ

た。

し

か

し、

こ

の

時
期

の

則
光
は
一

年．
こ

と

に

官
が

移
っ

て

お

り

（

長
徳
元
年
（

九
九

五
）

正

月

蔵
人
↓
二

年
修
理

亮
↓
三

年
左
衛
門
尉
検
非
違
使
↓
四

年
遠
江

権
守
） 、

意
識
的
で

は

な

く

と

も

誤
っ

た

官
職
で

表
記
す
る

こ

と

は

あ

り

え

た

で

あ

ろ

う
。

　
さ

て、

清
少
納
言
に

関
す
る

「

す
ず
う

な

る

そ

ら

言
を

聞
（

上
91
）

」

い

た

斉
信

は、

殿
上

の

間

で

も

「

な

に

し

に

人
と

思

ひ

ほ

め

け
む
」

と

清
少
納
言

を

言

い

落
と

し

て

い

た

と

い

う
。

清
少
納
言
は

自
分
を

避
け

る

斉
信
を

「

見
も

入

れ

で
」

過
ご

し

て

い

た
。

結
局

、

「

さ

す
が

に

さ

う

ざ

う

し

く

こ

そ

あ

れ
」

と
、

し

び

れ

を

き

ら

し

た

斉
信
が

清
少
納
言
に

手
紙
を

贈
り、

そ
の

返
事
が

素
晴
ら

し

か

っ

た

た

め

に、

斉

信
は

「

思

ひ

直
」

っ

た

と

い

う
が

、

清
少
納
言
の

知
り

得
な
い

斉
信
の

宿
直
所
で

の

出
来
事
を

伝
え

た

の

が

源
宣
方
と

橘
則
光
で

あ

る
。

　
則
光
に

先
立

ち、

「

つ

と

め

て、

い

と
と

く
」

清
少
納
言
を

訪
ね

た

の

は

源
中
将

宣
方

で
、

昨
夜
の

宿
直
所
で

の

出
来
事
を

語
っ

て

「

急
ぎ

立

ち
」

去
っ

た
。

そ

の

後、

「

い

み

じ

き

よ

ろ

こ

び

申
し

に

な

む
、

上

に

や

と

て、

ま

ゐ

り

た

り

つ

る
」

と、

や

っ

て

き

た

の

が

則
光
で

あ

る
。

す
で

に

宣
方
か

ら

昨
夜
の

話
を

聞
い

て

い

た

清
少
納

言
に

は、

則
光
来
訪
の

わ

け

は

容
易
に

想
像
で

き

た

で

あ

ろ

う
。

し
か

し

「

な

ん

ぞ
。

橘
則
光
に

つ

い

て

高
橋
由
記

司

召
な

ど

も

聞

え

ぬ

を、

な

に

に

な

り

た

ま
へ

る

ぞ
」

と

そ

ら

と

ぼ

け
て

答
え

て

い

る
。

則
光
は

「

い

な。

ま

こ

と

に

い

み

じ

う
う

れ

し

き
こ

と

の

昨
夜
は

べ

り

し

を、

心

も

と

な

く

思

ぴ

明
し

て

な

む
。

か

ば

か

り

面

目
あ

る

こ

と

な

か

り

き
」

と

言
っ

て
、

「

は

じ

め

あ

り

け

る

こ

と

ど

も、

中
将
（

11
宣
方
）

の

語

り

た

ま

ぴ

つ

る

同
じ

こ

と

を
」

清
少
納
言

に

語
り

聞
か

せ

た
。

す

で

に

知
っ

て

い

る

話
を、

も

う
一

度
聞
か

さ

れ

る

清
少
納
言

は、

苦
笑
を

禁
じ

得
な

か
っ

た

か

も

し

れ

な
い

が、

則
光

の

話
に

は

則
光
個
人
の

感
想
や

則
光
に

対
す

る

同

席
の

人
々

の

こ

と

ば

が

あ

り、

面

白

い
。

則

光
は、
「

た

だ

に

来
た

り

し

は、

な

か

な

か

よ

か

り

き
」

と、

最
初、

使
者
が

清
少

納
言
か

ら

の

返

事
を

持
っ

て

こ

な

か
っ

た
こ

と

を

む
し

ろ

良
い

こ

と

だ

と

思
っ

て

い

た

が、

二

度
目
に

は

返

事
を

持
っ

て

き

た

の

で
、

「

持
て

来
た

り

し

た

び

は、

い

か

な

ら

む
と、

胸
つ

ぶ

れ

て、

ま
こ

と

に

わ

る

か

ら

む
は、

せ

う
と

の

た

め

に

も

わ

る

か

る

べ

し
」

と

心

配
し

た

と
い

う
。

「

せ

う
と

（

兄
）

」

と

い

う
の

は、
「

い

も

う

と
」

（

11
清
少
納
言
）

に

対
す
る

則
光
の

こ

と

で
、

宮
中
に

お

い

て

は
一

条
天

皇
ま

で

も

が

知
る

呼
び

名
で

あ
ワ

た
。

こ

の

こ

と

よ

り、

清
少
納
言
と

則
光

と

は

夫
婦
で

な

く

な
っ

た

後
も、

お

だ

や

か

な

関
係
で

あ
っ

た

こ

と

が

理

解
さ

れ

る
。

さ

て
、

則
光
は

「

い

か

な

ら

む
と、

胸
つ

ぶ

れ

て
」

心

配
し

て

い

た

が
、

清
少
納
言
か

ら
の

返

事
は

「

な

の

め

に

だ

に

あ

ら

ず、

そ
こ

ら

の

人

の

ほ

め

感
じ

」

る

も

の

で

あ
っ

た。

源
宣

方
が

語
っ

た

と

こ

ろ

に

よ

る

と、

斉
信
は

「

い

み

じ

き

盗
人
を

。

な

ほ、

え
こ

そ

思

ぴ

捨
つ

ま

じ

け

れ
」

と

捻

り、

人
々

は

「

見
騒
」

い

だ

と

い

う
。

そ

の

よ

う
に、

入
々

が

清
少
納
言

を

誉
め

る

の

を
、

則
光

は

「

下
ご

こ

ち
は
い

と

う
れ

し
」

と
、

我

が

事
の

よ

う

に

喜
ん

で

い

る
。

お

そ

ら

く、

則
光

は

満
面
の

笑
み

を

た

た

え

な
が

ら
、

清
少
納
言
の

手
柄
話
を

語
り

聞
か

せ

て

い

た

と

思

わ

れ、

話
を

聞
い

て

い

た

清
少
納

言
も

既
に

知
ッ

て

い

る

話
で

は

あ

る

が、

則
光
の

喜
ぶ

様
を

見

て、

笑
み

が

こ

ぼ

れ

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

清
少
納
言
を

誉
め

る

人

々

に

呼
び

つ

け

ら

れ

た

則
光
は

「

さ

や

う
の

方
に

さ

ら

に

え

さ

ぶ

ら

ふ

ま

じ

き
身
に

な

む
」

と

謙
遜
し

た

が、

人
々133
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二

〇
〇
七

年

が

期
待
し

た

の

は

「

言
加
へ

よ、

聞
き

知
れ、

と

に

は

あ

ら

ず
。

た

だ
、

人
に

語
れ

と

て、

聞

か

す

る

ぞ
」

と
、

評
価
す

る

こ

と

で

は

な

く、

た

だ

事
の

顛
末
を

清
少
納

言
に

語
る

こ

と

で

あ
っ

た
。

則
光
自
身
は

「

す
こ

し

く

ち
を

し

き

せ

う
と

の

お

ぼ

え

に

は
べ

り

し
」

と、

自
分
の

評
判
を

残
念
に

思
っ

た

と
い

う

が、

六

位
蔵
人
の

殿
上

で

の

評
判
は、

こ

の

程
度

の

も

の

で

し

か

な

い

の

が

実
情
だ

ろ

う。

し

か

し

な

が

ら、

清
少
納
言
へ

の

伝
達
者
と

し

て、

人
々

は

則
光
こ

そ

が

適
任
だ

と

思
っ

て

い

た

の

で

あ

り、

二

人
の

交
友
の

深
さ

は

周
知
の

こ

と

だ

っ

た

こ

と

が

判
る
。

ま

た
、

不

面
目

な

自
分
の

評
判
ま

で

も

隠
さ

ず
に

話
し

て

お

り、

則
光
が

清
少
納
言

に

対

し

て

誠
実

で

あ
ワ

た
こ

と

も

理

解
さ

れ

る
。

則
光

は

「

こ

れ

は、

身
の

た

め、

入
の

た

め

に

も、

い

み

じ

き

よ

ろ

こ

び

に

は
べ

ら

ず
や

。

司

召
に

少
々

の

司
得
て

は

べ

ら

む

は、

な

に

と

も

お

ぼ

ゆ

ま

じ

く

な

む
」

と、

司

召
で

官
職
を

得
た

以

上

の

喜
び

だ
っ

た

と

話
を

締
め

く

く
っ

て

い

る
。

　

清
少
納
言
へ

の

伝
達
者
の

役
目
を

課
せ

ら

れ

た

の

は

則
光
で

あ

り
、

則
光
は

清
少

納
言
が

必

ず
喜
ぶ

も

の

と

思
っ

て

話
し

た
の

で

あ

ろ

う。

宣
方
が

い

ち
早
く

清
少
納

言
に

語
っ

て

し

ま
っ

て

い

た

こ

と

な

ど、

知
る

よ

し

も

な

い
。

清
少
納
言
に

早
く

語

り

た

く

て

「

心

も

と

な

く

思
ひ

明
し

」

て

い

た

姿
や、

翌

朝
、

必
死

に

語
る

姿
が

目

に

浮
か

ぶ

よ

う
で

あ

る
。

し

か

し、

則
光
の

話
は

所
詮
宣
方
の

二

番
煎
じ

で

あ

り、

清
少
納
言
に

と
っ

て

新
鮮
な

感
動
を

与
え

る

も

の

で

は

な

か

っ

た
。

何
も

知
ら

ず
に

語
り

続
け

る

則
光
の

姿
は、

第
三

者
か

ら

み

れ

ば

道
化
に

近
い

。

ま

た
、

「

い

も

う

と
」

清
少
納
言
の

手
柄
に

比

し

て、
「

せ

う

と
」

則
光

は

「

言
加
へ

よ
、

聞
き

知
れ
、

と

に

は

あ

ら

ず
」

と

侮
ら

れ

て

お

り
、

殿
上

に

お

け

る

評
判
は

決
し

て

芳
し

い

も

の

で

は

な

い
。

清
少
納
言
と

の

交
友
の

深
さ

は

見

え

隠
れ

す

る

が
、

当
該
章
段
に

お

け

る

則
光

は、

清
少
納
言
や

男
性
貴
族
社
会
（

殿

上
）

に

お

い

て

笑
い

を

提
供
す

る

役

目

を

担
っ

て

い

る

と
い

え

よ

う。

134

八
〇
段

　
つ

づ

い

て
、

則
光
の

鳥
滸
ぶ

り

が

描
か

れ

た

八

〇
段
を

見

て

い

き

た
い

。

八

〇

段

は

以

下
の

よ

う

に

書
き

出
さ

れ

る
。

　
　

里

に

ま
か

で

た

る

に、

殿
上

入
な

ど

の

来
る

を

も、

や

す
か

ら

ず
ぞ、

人
々

　
　
言
ぴ

な
す

な

る
。

い

と

有
心

に、

引
き
入

り

た

る

お

ぼ

え
、

は

た
、

な

け

れ

ば、

　
　
さ

言

は

む

も
、

に

く
か

る

ま

じ
。

ま

た
、

昼

も

夜
も

来
る

人
を、

な

に

し

に

か

　
　
は
、

「

な

し
」

と

も、

か

か

や

き
帰
さ

む。

ま

こ

と

に

む

つ

ま

し

う

な

ど

あ

ら

ぬ

も、

さ

こ

そ

は

来
め

れ
。

あ

ま
り

う
る

さ

く

も

あ

れ

ば、

こ

の

た

び

出
で

た

る

所
を

ぱ
、

い

つ

く

と

な
べ

て

に

は

知
ら

せ

ず
、

左

中
将
経
房
の

君、

済
政
の

君
な

ど

ば

か

り

ぞ、

知
り

た

ま
へ

る
。

　
　
　
左

衛
門
の

尉
則
光
が

来
て

物
語

な

ど

す

る

に
、

「

昨
日、

宰
相
の

中
将
の

ま

　
　
ゐ

り

た

ま
ひ

て
、

『

い

も

う

と

の

あ

ら

む
所、

さ

り

と

も

知
ら

ぬ

や

う

あ

ら

じ
。

　
　
言
へ

』

と
、

い

み

じ

う

問
ひ

た

ま

ひ

し

に
、

さ

ら

に

知
ら

ぬ

よ

し

を

申
し

し

に

　
　
（

以

下、

略。

波
線
筆
者、

以

下
同。

上

 
）

八

〇
段
は、

清
少
納
言
の

里

居

の

頃
を

記
し

た

章
段
で
、

長
徳
三

年
（

九
九

七
）

の

こ

と

と

推
定
さ

れ

て

い

る
。

里

に

退

出
し

た

清
少
納
言
は、

あ

ら

ぬ

疑
い

を

か

け

ら

れ

て
、

ご

く

少
数
に

し

か

自
分
の

居
所
を

知
ら

せ

な

か

っ

た
。

清
少
納
言
の

里

居
所

を

知
っ

て

い

る

人
物
は

他
に

も
い

た

で

あ

ろ

う
が
、

と

も

か

く

も、

章
段
に

記

さ

れ

た

「

源
経
房
」

と

「

源
済
政
」

と

「

橘
則
光
」 、

こ

の

三

人

が

真
実

清
少
納
言

と

親

し

か

っ

た

人

物、

苦
境
に

あ
っ

た

清
少
納
言

が

信
頼
し

て

い

た

男
性
貴
族
た

ち
だ

っ

た
。

そ

の

な

か

で
、

清
少
納
言
の

里

居
所
を

訪
れ

た

こ

と

が

記
さ

れ

る

の

が
、

則
光

で

あ

る
。

　
そ

れ

に

対
し、

清
少
納
言
の

里

居
所
を

知
ら

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

の

が

宰
相
中
将
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斉
信
で

あ
る
。

斉
信
は

則
光
に

清
少
納
言
の

居
所
を

尋
ね

る

が
、

則
光
は

誤
魔
化
し

た

と

い

う。

斉
信
は

清
少

納
言
を

「

い

も

う

と
」

と

呼
ん

で

い

る

が
、

則
光
と

の

関

連

で

清
少
納
言
が

「

い

も

う
と

」

と

呼
ば

れ

て

い

た
こ

と

は、

七

八

段
に

も

見

え

る

と

お

り

で

あ

る
。

当
該
章
段
の

史
実
年
時
は

長
徳
三

年
（

九
九
七
）

と

思
わ

れ

る

か

ら、

七

八

段
の

頃
（

史
実
年
時
は

長
徳
元
年
（

九
九
五
）

二

月
）

か

ら

数
年
を

経
て

な

お、

二

人

の

親
し
い

関
係
は

続
い

て

い

た
。

斉
信
も

則
光

な

ら

ば

清
少
納
言

の

里

居
所
を

知
っ

て

い

る

と

思
っ

た

か

ら

こ

そ、

詰
問
し

て

い

る

の

で

あ
る。

　
斉
信
に

詰
問
さ

れ

て

困
っ

た

則
光

は
、

「

台
盤
の

上

に

布
の

あ

り

し

を

取
り

て、

た

だ

食
ひ

に

食
ひ

ま

ぎ
ら

は

し
」

た
。

結
果、

ど

う

に

か

誤
魔
化
す
こ

と

が

で

き
た

と

語
る

と
、

清
少
納
言
は

「

さ

ら

に
、

な

聞
え

た

ま

ひ

そ
」

と
、

斉
信
に

居
所
を

告

げ

な
い

よ

う
に

念
を

押
し

た
。

数
日

後
の

夜
更
け

、

宮
中
か

ら

則
光
の

手
紙
が

届
け

ら

れ

る
。

そ

れ

に

は

「

明

日、

御
読
経
の

結
願
に

て、

宰
相
の

中
将

、

御
物
忌

に

籠

り

た

ま
へ

り。
『

い

も

う

と

の

あ

り

所
申
せ

。

い

も

う
と

の

あ

り

所
申
せ
』

と

責
め

ら

る

る

に
、

ず
ち
な

し
。

さ

ら

に

え

隠
し

申
す
ま
じ

。

さ

な

む

と

や

聞
か

せ

た

て

ま

つ

る

べ

き
。

い

か

に
。

お

ほ

せ

に

従
は

む
」

と

あ

り、

斉
信
に

里

居
所
を

執
拗
に

尋

ね

ら

れ、

も

う
隠
し

切
れ

そ

う

に

な
い

こ

と

が

書
か

れ

て

い

た
。

逃
げ

道
を

失
っ

た

則
光
は

窮
地

に

立

た

さ

れ

た

わ

け
で
、

里

居
所
を

教
え

て

も

良
い

と

い

う
許
可
が

欲

し

い

と

い

う
本
音
が

み

え

て

い

る
。

し

か

し、

対
す

る

清
少
納
言
は

冷
淡
で

「

返
事

は

書
か

で
、

布
を
一

寸
ば

か

り

紙
に

包

み

て
」

送
っ

た

だ

け

だ
っ

た
。

清
少
納
言
の

真
意
は、

以

前、

則
光
が

ワ

カ

メ

を

食
べ

て

誤
魔
化
し

た
こ

と

を

暗
示
さ

せ

て、

今

回

も

上

手
く

誤
魔
化
す
よ

う
に

と

の

も

の

だ
っ

た
が
、

後
日、

ワ

カ

メ

に

託
さ

れ

た

暗
号

を

則
光
が

ま
っ

た

く

理

解
し

て

い

な

か
っ

た

こ

と

が

判
る

。

「

な
ど、

と

も

か

く

も

御
返
り

は

な

く

て
、

す
ず
う

な
る

布
の

端
を

ば

包
み

て

賜
へ

り

し

そ
。

あ

や

し

の

包
み

物
や。

人
の

も

と

に

さ

る

物
包

み

て

お

く

る

や

う

や

は

あ

る
。

と

り

た

が
へ

た

る

か

（

上

血
）

」

と

語
る

則
光
に

対
し
、

清
少

納
言
は

「

い

さ

さ

か

心

も

得
ざ

り

橘
則
光

に

つ

い

て

高
橋
由
記

け
る

と

見
る

が

に

く

け

れ

ば
L

と

苛
立

ち

を

隠
さ

な
い

。

「

過

ぎ
に

た

る

こ

と

忘
れ

ぬ

人
は、

い

と

を

か

し

（

一

五

六

段
・

下

53
）

」

と
、

物
忘
れ

し

な

い

人
物
を

高
く

評
価
し、

自
ら

も

源
成
信
に

「

も

の

忘
れ

せ

ぬ

（

九

段
・

上

29
）

」

と

評
さ

れ

た

こ

と

を

記
す
清
少
納
言

か

ら

み

れ

ば、

則
光
に

不
満
が

残
る

の

も

当

然
で

あ

っ

た
。

　

ま
た、
『

枕
草
子
』

に

は

則
光

は

歌
を

苦
手
と

し

た

と
記
さ

れ

て

い

る
。

「

お

の

れ

を

お

ぼ

さ

む
人

は
、

歌
を

な

む
詠
み

て

得
さ

す
ま

じ

き
。

す
べ

て、

仇
敵
と

な

む
思

ふ
。

今
は

限
り

あ

り

て

絶
え

む

と

思

は

む

時
に

を、

さ

る

こ

と

は

言
へ

（

上

鵬
）

」

と

語
っ

て

い

た

と
い

う
則
光
に
、

清
少
納
言
は、

か

づ

き

す
る

あ

ま

の

す
み

か

を

そ

こ

と

だ

に

ゆ

め

言

ふ

な

と

や

め

を

く

は

せ

け

む

と

贈
歌
し

た。

里

居
所
を

知
ら

せ

て

い

な

い

自
ら

を

「

（

か

づ

き

す
る
）

あ

ま
」

と

し、
「

そ

こ
」

に

は

「

底
」

と

「

其
処
」 、
「

め

を

く

は

せ
」

に

は

「

布
を

食
は

せ
」

と

「

目
（

を
）

配
せ
」

を

掛
け、

海
人
・

底
・

布
が

縁
語

と

い

う

技
巧

に

富
ん

だ
一

首
で
、

「

海
に

潜
る

海
人

の

住
処
は

底
だ

、

つ

ま

り

姿
を

隠
し

て

い

る

私
の

居

場
所

は

其
処
だ

と

言
わ

な

い

よ

う
に、

布
を

食
わ

せ、

そ

れ

と

な

く

注
意
し

た

の

で

す

よ
」

と、

布
を

贈
ら

れ

た
こ

と

を

不
審
に

思
っ

て

質
問
し

た

則
光
へ

の

答
え

と

も

な

っ

て

い

る
。

「

其
処
」

は
、

か

つ

て

則
光
が

ワ

カ

メ

を

食
べ

て

誤
魔
化
し

た

際
に

「

そ

れ

（

1ー
ワ

カ

メ

を

食
べ

る

こ

と）

に

て

な

む
、

其
処
と

は

申
さ

ず
な

り

に

し
」

と

対
応
し

て

お

り、
「

其
処
と

だ

に

ゆ
め

言
ふ

な
」

と

い

う

趣
向
で

あ

る
。

即
詠
な

が

ら
か

な
り
の

出
来
栄
え

だ

が
、

和
歌
を

避
け
る

則
光
は、

返
歌
す
る

こ

と

も

な

く

逃

げ
去

っ

た

と

い

う
。

し

か

し

そ

れ

で

も

な

お

清
少
納
言

と

の

仲
が

切

れ

た

わ

け

で

は

な

く、
「

か

う
か

た

ら

ぴ、

か

た

み

に

後
見
な

ど
」

し

て

い

た
。

『

枕
草
子
』

の

「

か

た

ら
ふ
」

に

つ

い

て
、

古
瀬
雅
義
氏
は

「

た

だ

「

語
り
A
口

う
」

だ

け
で

は

な

く、

親
密
さ

が

加
わ

っ

た

「

親
し

く

言
い

交
わ

す
」

が

さ

ら

に

発
展
し

て

「

男
女
が

互

い135

N 工工
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（
眄）

に

言
い

交
わ

す。

契
る
L

意
味
合
い

ま
で

含
ま

れ

て

い

る
L

と

述
べ

て

お

ら

れ

る
。

こ

の

当
時
の

清
少
納
言

と

則
光
は、

「

か

た

ら

ぴ
、

か

た

み

に

後
見
」

し

て

い

た

の

だ

か

ら、

い

ま

だ

そ

れ

な

り

に

親
し

い

間
柄
だ

っ

た
こ

と

に

な

る
。

と
こ

ろ

が

し

ば

ら

く

し

て

「

な

に

と

も

な

く

て
」

二

人
の

仲
が

悪
く

な

り、

則
光

か

ら

「

便
な

き

こ

と

な

ど

は
べ

り

と

も、

な

ほ

契
り

き

こ

え

し

方
は

忘
れ

た

ま

は

で
、

よ

そ

に

て

も、

さ

ぞ

と

は

見
た

ま
へ

、

と

な

む
思

ふ

（

上

鯤
）

」

と、

変
わ

ら

ぬ

交
情
を

願
う
文
が

き

た
。

そ

の

返

事
に、

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　（
16
）

　

　

崩
れ

寄
る

妹
背
の

山
の

な

か

な

れ

ば

さ

ら

に

吉
野
の

か

は

と

だ

に

見

じ

と

和
歌
を

贈
っ

た
。

清
少
納
言
の

歌
は、
『

古
今
集
』

巻
十
五
・

恋

五

（
八

二

八
）

・

題
知
ら

ず
・

読
人
し

ら

ず
の

「

流
れ

て

は

妹
背
の

山
の

な

か

に

お

つ

る

よ

し

の

の

河

　
　
　

　
（
17）

の

よ

し

や

世
中
」

を

本
歌
と

し、

「

河
」

と

「

彼
は
」

を

掛
け

て
、

「

も

う、

せ

う
と

の

則
光
と

は

見

ま

せ

ん
」

と
い

う

拒
絶
の

意
を

持
つ
。

内
容
も

さ

る

こ

と

な
が

ら、

こ

の

よ

う

な

技
巧
を

凝
ら

し

た

歌
は、
「

今
は

限

り

あ

り

て

絶
え

む

と

思
は

む
時
に

を、

さ

る

こ

と

（

11
和
歌
）

は

言
へ

」

と

語
っ

て

い

た

則
光
へ

の

絶
縁
状
と
も

受
け

取

れ

る
。

な
ぜ

清
少
納
言
は

則
光

に

こ

の

よ

う

な
歌
を

贈
っ

た

の

だ

ろ

う

か
。

こ

こ

で

疑
問
と

な
る

の

が
、

二

入

の

仲
違
い

の

原
因
で

あ

る
。

清
少
納
言
は

「

な
に

と

も

な

く

て
」

と

さ

ら
り

と

記
し

て

お

り、

そ

の

ま

ま
解
す

れ

ば、

こ

れ

と
い

う
原
因
が

あ
っ

た

わ

け
で

は

な

く、

な

ん

と

な

く

仲
が

悪
く

な
っ

た

と

受
け

取
れ

る。

し

か

し、

則
光

は

清
少
納
言
に

「

便
な

き

こ

と

な
ど

は

べ

り

と

も

（

不

都
合
な

こ

と

が

あ
っ

て

も
）

」

と

書
き

送
っ

て

お

り、

こ

れ

は
二

人
の

間
に

深
刻
な

「

便
な

き

こ

と
」

が

起

こ

っ

た

こ

と

を

暗
示

し

て

い

る

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

原
因

の

朧
化
と

い

え

ば、

た

と

え

ば

七

八

段
「

頭
の

中
将
の、

す
ず
う

な
る

そ

ら

言

を

聞

き

て
」

で
、

斉
信
が

自

分
と

絶
縁
し

た

理

由
を

「

す

ず
う

な

る

そ

ら
言
」

と

し、

具

体
的
に

は

記
さ

な

か
っ

た
こ

と

も

同
様
で

あ

る
。

清
少
納
言
と

則
光
と
の

絶
縁
に

は、

実
は

は

っ

き

り

と

し

136

た

原
因
が

あ

り、

そ

れ

を

あ

え

て

書
き

残
さ

な

か

っ

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

そ
の

よ

う

に

解
す

れ

ば
、

則
光

が

「

便
な

き
こ

と

な

ど

は
べ

り

と

も
」

と

前
置
き

し

な

が

ら、
「

な

ほ

契
り

き
こ

え

し

方
は

忘
れ

た

ま

は

で
、

よ

そ

に

て

も、

さ

ぞ

と

は

見

た

ま
へ

、

と

な

む

思
ふ
」

と、

二

人

の

交
情
の

変
わ

ら

ぬ

こ

と

を

願
う、

い

わ

ば

和
解

の

手
紙
を

贈
っ

て

き

た

こ

と

も
、

そ

れ

に

対
し

て

清
少
納
言
が

拒
絶
の

和
歌
を

贈
っ

た
こ

と

も

理
解
で

き

よ

う。

　
と

こ

ろ

で、

清
少
納
言

か

ら
の

贈
歌
に

つ

い

て
、

藤
本
宗
利
氏
は

「

人
に

歌
を

詠

み

か

け

る

と
い

う

行
為
は、

相
手
の

返
歌
を

要
求
す

る

も

の
」

で、

「

則
光
に

対
し

こ

と

さ

ら

に

和
歌
を

詠
み

か

け

る

と
い

う
方
法

を

と
っ

た

清
少
納
言
の

行
為
は、

そ

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　〔
18）

れ

自
体、

彼
と

の

共

感
を

強
く

希
求
す

る

信
号
で

あ
っ

た
」

と

さ

れ

る
。

さ

ら

に
、

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
（
19）

妹
背
山

の

歌
に

つ

い

て、
『

篁
物
語
』

の

冒
頭
の

二

首
の

和
歌
を

あ

げ

て
、

清
少

納

言

の

贈
歌
に

は

「

そ

の

表
層
的
な

拒
絶
の

態
度
と

は

裏
腹
に、

則
光

と
の

交
流
を、

せ

め

て

言
語
の

上

だ

け

で

も

確
立

し

よ

う

と
強
く

希
求

す
る

清
少
納
言
の

像
が

浮
か

び

上

が
っ

て

来
よ

う
」

と

さ

れ

た
。

た

し

か

に
一

般
的
に

は

贈
歌
は

答
歌
を

期
待
す

る
。

し
か

し

清
少
納
言
と

則
光
の

場
合
に

も、

そ

の

構
図

が

す
っ

き

り

と

当
て

は

ま

る

の

だ

ろ

う

か
。

ワ

カ

メ

を

贈
っ

た

理

由
の

種
明
か

し

と

し

て

の

「

か

づ

き

す

る
」

の

歌
に

も

返
歌
は

な

く、

ま

し

て、

仲
違
い

し

た

後
に

贈
っ

た

「

崩
れ

寄
る
」

の

歌

は、
「

お

の

れ

を

お

ぼ

さ

む
人

は、

歌
を

な

む

詠
み

て

得
さ

す
ま

じ

き
。

す
べ

て、

仇
敵
と
な

む
思

ふ
。

今
は

限
り

あ

り

て

絶
え

む

と

思

は

む
時
に

を
、

さ

る

こ

と

は

言

へ

（

上

皿
）

」

と

い

う
則
光
の

口

癖
を

知
っ

た

上

で

の

贈
歌
だ
っ

た
。

則
光
の

和
歌

嫌
い

は、

後
述
す
る

よ

う

に、

こ

と

ば

通

り
の

も

の

で

は

な

く
、

　一

種
の

ポ

ー

ズ

と

受
け

取
る

べ

き

だ

が、

し

か

し

詠
歌
を

得
意
と

し

な

か

っ

た

こ

と

も

事
実
だ

ろ

う
。

そ

の

よ

う

な
則
光
に

清
少
納
言

は

絶
縁
の

歌
を

贈
っ

た
。

ま

た、
『

篁
物
語
』

の

例

で

い

え

ば、

男

の

請
い

に

対
し

て

女
が

拒
絶
の

歌
を

詠
む
の

は
、

夫

婦
と

な

る

以

前

な

ら

ば

当
然
で

あ

る
。

『

蜻
蛉
日

記
』

冒
頭
の
、

兼
家
か

ら

の

贈
歌
に

対
す
る

道
綱

N 工工
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〔
20
）

母
の

返

歌
な

ど、

そ

の

好
例
で

あ

る
。

そ

れ

に

対
し、

清
少
納
言
と

則
光
は

元
夫
婦

で

あ

り、

現
在
は

「

な

に

と

も

な

く

て

す
こ

し

仲
あ

し

う
な

り

た

る
」

状
態
だ
っ

た
。

清
少

納
言
の

「

崩
れ

寄
る
」

の

贈
歌
を、

結
婚
以

前
の

女

側
の

拒
否
の

歌
と

同
質
と

す
る

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

そ

の

後、

「

さ

て、

か

う
ぶ

り

得
て
、

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

21）

遠
江
の

介
と

い

ぴ

し

か

ば、

に

く

く

て

こ

そ

や

み

し

か
」

と

あ

る

よ

う
に、

遠

江

介

と

な
っ

た

則
光
は、
『

枕
草
子
』

か

ら

姿
を

消
す

。

叙
爵
す
れ

ば

殿
上

を

お

り

る

の

で

あ

り、

宮
中
か

ら

遠
ざ

か

る
。

実
際
的
な

問
題
と

し

て、

二

人
が

顔
を

合
わ

せ

る

機
会
は

極
端
に

減
っ

た

で

あ

ろ

う
。

以

後
、

則
光
が

『

枕
草
子
』

に

記
さ

れ

な

く

な

る

の

も

当
然
で

あ
っ

た
。

則
光
と

和
歌

　

八

〇
段
に

よ

る

と、

則
光
は

「

お

の

れ

を

お

ぼ

さ

む
人
は

、

歌
を

な

む

詠
み

て

得

さ

す

ま

じ

き
。

す
べ

て
、

仇
敵
と

な

む

思
ふ

。

今
は

限
り

あ

り

て

絶
え

む

と

思

は

む

時
に

を、

さ

る

こ

と

は

言
へ

（

上

皿
）

」

と

常
日

頃
か

ら

話
し

て

い

た

と

い

う
。

則

光
を

徹
底
し

た

和
歌
嫌
い

と

み

な

す

原
因
だ

が、

こ

の

描
写
を

鵜
呑
み

に

す
る

こ

と

は

で

き

な
い

。

池
田

亀
鑑
氏
が

「

彼
は

枕
草
子

に

書
か

れ

て

い

る

ほ

ど

無
教
養
で

は

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　（
22）

な

い
」

と

さ

れ、

あ

る

い

は

藤
本
一

恵
氏
が

述
べ

ら

れ
、

後
藤
祥
子

氏
が

「

た

だ
一

首
な

が

ら

勅
撰
入

集
の

歌
人
で、

第
一
、

彼
が

陸
奥
に

伴
っ

た

劣
り

の

妻
さ

え

「

光

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　（
23）

朝
法
師
の

母
」

と

呼
ば

れ

る

後
拾
遺
歌
人

で

あ

っ

た
L

と

述
べ

ら

れ、

藤
本
宗
利
氏

が

「

そ

も

そ

も

則
光
が
、

自
ら

「

さ

や

う

（

風
雅
の
）

方
に

さ

ら
に

え

さ

ぶ

ら

ふ

ま

じ

き

身
」

と

卑
下
す
る

ほ

ど、

無
骨
一

辺
倒
の

人

間
で

は

な
か

っ

た

ら

し

い

こ

と

は、

彼
の

歌
が

勅
撰
集
に

入

集
し

て

い

る
こ

と

か

ら

も

明
ら

か
L

と

さ

れ

る

よ

う
に、

則

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
（
24）

光
は

『

金

葉
集
』

に

歌
の

残
る

勅
撰
集
歌
人

で

あ

り、
『

続
詞
花
集
』

に

も

入

集
し

　

（
25）
　

　
　
　
　
　

　
　
（

26）
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

（
27）

て

い

る
。

後
年、

陸
奥
守
と

し

て

下

向
す

る

際
に

は

定
頼
か

ら

歌
を

贈
ら

れ

て

お

り、

橘
則
光
に

つ

い

て

高
橋
由
記

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（

28）

ま

た

藤
原
輔
尹

は

餞
で

歌
を

詠
ん

で

い

る
。

「

こ

れ

等
の

歌
に

対

し

て

則
光

は

集
に

は

見

え

て

い

な

い

が、

実
際
に

は

恐
ら

く

返

歌
を

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る
」

と

池
田

亀
鑑
氏
が

指
摘
さ

れ

た

よ

う
に、

贈
歌
さ

れ

た

則
光
は

返

歌
し

た

で

あ

ろ

う
。

さ

ら

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

（
29）

に

は、
『

後
拾
遺
集
』

に

二

首
入

集
し

て

い

る

光
朝
法
師
母

（

11
橘
行
平
女
）

は

則

光
の

妻
で

あ

り、

清
少
納
言
と

の

問

に

生

ま

れ

た

則
長
は、

能
因
や

相
模
の

歌
の

友

で

も

あ

っ

た
。

そ

の

よ

う
な

周

囲
の

環
境
を

考
え

れ

ば
、

則
光
が

本
気
で

歌
を

嫌
悪

し

て

い

た

と

は

考
え

が

た

い
。

当
然、

清
少
納
言
と

則
光
と
の

贈
答
も、

現
存
す

る

歌
が

全

て

と

い

う
わ

け

で

は

な

か

っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

池
田

亀
鑑
氏
は

「

清
少
納

言
が

あ

の

よ

う
な

筆
致
で

彼
を

え

が
い

た

の

は、

清
少
納
言
の

当
時
の

文
壇
に

お

け

る

地

位
の

高
さ

と、

そ

れ

以
上

に

気
位
の

高
さ

、

い

わ

ば

自
負
の

高
さ

を

反

映
し

た

も

の

と

見
る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

彼
女
が

自
ら

を

対
等
の

地

位
に

お

い

て

見
た

も

の

は、

公
任
や、

斉
信
や、

行
成
や

、

俊
賢
や、

経
房
な

ど

で

あ
っ

た
。

大

進

平
生

昌
に

し

て

も、

源
中
将
宣
方
に

し

て

も、

彼
女

の

所
謂
こ

え

た

目

か

ら

見
れ

ば、

凡

庸
と

る

に

足

ら

な
い

人
間
の

仲
間
に

見

え

た

か

も

知
れ

な
い

」

と

さ

れ

る

が
、

そ

れ

よ

り

も、

清
少

納
言
の

編
纂
意
識
と

関
わ

る

の

で

は

な

か

ろ

う
か
。

つ

ま

り

則
光
と

の

贈
答
が

あ

ま

り

後
代
に

残
ら

な

か
っ

た

の

は、

そ

の

程
度
の

身
分
の

者
と

の

関
わ

り

を
、

あ

え

て

『

枕
草
子
』

に

書
き

残
す
こ

と

を

し

な

か

っ

た

清
少
納
言
の

編
纂
意
識
の

表
れ

と

と

ら

え

る

こ

と

も

可

能
で

あ

ろ

う
。

ま

た、

則
光
の

歌
才
が

特
筆
に

値
す
る

ほ

ど

で

な

か

っ

た

こ

と

も

確
か

で

あ

る
。

　

な

お、
『

清
少
納
言

集
』

（

異

本
系
〈

新
編
国
歌
大
観
所
収
〉

）

に

は
、

詞
書
に

名

が

記
さ

れ

て

い

る

わ

け

で

は

な

い

が、

相
手
を

則
光
か

と

推
定
す
る

和
歌
が

あ

る
。

　

　
　
　
か

た

ら

ふ

人
の
、

こ

の

み

ち
な

ら

ず
は
い

み

じ

く

思

ぴ

て

ま

し

と

い

ぴ

た

　

　
　
　
る

に

　

21
わ

た

の

は

ら

そ

の

か

た

あ

さ

く

な

り

ぬ

と

も

げ
に

し

き

な

み

や

お

そ

き

と

も

み

　

　
よ
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明

星

大

学
研
究
紀
要
【

日

本
文

化
学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇

〇

七

年

二

一

番
歌
は

流
布
本
系
二

四

番
歌
に

あ

た

る

が、

そ

の

詞
書
は

「

か

た

ら

ふ

人
の

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
30）

も

う

と

の

こ

の

す

ち
な

ら

ま

し

か

ば

お

も

は

ざ

ら

ま

し

と
い

ひ

た

り

し

に
」

と

あ

る
。

萩
谷
朴
氏
は

「

流
布
本
の

詞
書
に、

清
少
納
言
を

「

妹
」

と

呼
び

か

け

て

い

る

の

が、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
31）

「

兄
」

の

則
光
で

あ

る

こ

と

は

明

白
L

と

さ

れ、

佐
藤
雅
代
氏

も

異
本
系
を

底
本
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
32V

さ

れ

つ

つ
、

「

か

た

ら

ふ

人
」

に

つ

い

て

「

一

説
に

、

橘
則
光
」

と

さ

れ

る
。

萩
谷

　
　
　
　
　
　
（

33）

朴
氏
や

清
水
好
子

氏
も、

こ

れ

以

外
の

歌
で、

則
光
と

の

贈
答
の

可

能
性
を

指
摘
し

て

お

ら

れ

る。

詞
書
な

ど

に

名
が

明
記
さ

て

い

て

い

る

わ

け
で

は

な
い

の

で
、

贈
答

の

相
手
を

推
定
・

確
定
す

る

の

は

難
し
い

が
、

清
少
納
言
と

則
光

と

は

夫
婦
だ
っ

た

の

だ

か

ら
、

当

然
、

二

人

の

問
に

は

贈
答
が

あ
っ

た

は

ず
で

あ

る
。

和
歌
嫌
い

だ

と

公

言
す

る

則
光

は、

詠
歌
を

得
意
と

し

た

わ

け
で

は

な

か

っ

た

ろ

う

が、

だ

か

ら

と

い

っ

て

歌
を

全
く

詠
ま

な

か
っ

た

わ

け

で

は

な

い
。

則
光
と

中
関
白
家

　
最
後
に、

則
光
と

中
関
白

家
の

関
係
を

確
認

し

て

お

き

た

い
。

村
手

通

子

氏
は、

清
少
納
言
と

則
光
の

関
係
の

破
綻
の

原
因
に、

中
関
白
家
の

存
在
を

想
定
し

て

お

ら

（
34）

れ

る
。

「

定
子
の

父
道
隆
が

無
理
に

皇
位
か

ら

降
ろ

し

奉
っ

た

花
山

院
に

対

し

て

彼

（

筆
者
注
・

則
光
）

が

最
期
ま

で

忠

誠
を

怠
ら

ず
、

一

方、

清
少
納
言
は

道
隆
の

娘

定
子
の

側
に

仕
え

る

立

場
に

あ

り、

両

者
の

政
治
的
立

場
は

対
立

し

て

い

た
」

と

い

う
の

で

あ

る
。

ま

た、

清
少
納
言

が

「

道
長
方
に

内
通
し

て

い

る

と

の

疑
惑
」

を

持

た

れ

た

の

は
、

「

伊
周
・

隆
家
ら

の

失

脚
後、

蔵
人
に

補
せ

ら

れ

て

か

ら

は

そ

の

上

司

で

あ
っ

た

斉
信
に

は

特
に

忠
勤
を

励
み、

道
長
が

権
力
を

握
っ

て

か

ら

は

そ

の

身

分
相
当
の

地

位
に

つ

い

て
、

宮
廷

で

の

活
動
を

続
け
」

た

則
光
と

の

関

係
に

も
一

因

が

あ
っ

た

と

解
さ

れ

た
。

三

田

村
雅
子

氏
も

花
山

院
誤
射
事
件
の

後
は

「

橘
則
光
も

又、

花
山

院
側
近
と

し

て
、

斉
信
と

同

調
し

て

中
関
白
家
に

敵
対
す
る

道
を

選

ん

だ

138

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35）

こ

と

が

ほ

ぼ

明
ら

か
」

と

述
べ

て

お

ら

れ

る

が
、

果
た

し

て
、

則
光
と

清
少

納
言

と

の

断
交
の

背
後
に

則
光
と

中
関
白
家
と

の

関
係
を

み

る

こ

と

が

で

き

る

の

だ

ろ

う

か
。

　
現

存
資
料
を

み

る

限
り、

た

し

か

に

則
光
は

斉
信
に

近

い
。

前
掲
し

た

『

権
記
』

長
徳
四

年
（

九
九
八
）

十
一

月

八

日

条
に

よ

る

と、

時
光

男
の

法
師
が

斉
信
邸
に

乱

入

し

た

際、

則
光
は

斉
信
邸
に

い

た
。

後
年、

則
光
が

斉
信
の

家
司

的
存
在
で

あ
っ

た

こ

と

は

『

御
堂
関
白
記
』

長
和
二

年
（

一

〇

＝
二

）

四

月

十
三

日

条
か

ら

知
ら

（
36）

れ

る。

あ

る

い

は

『

権
記
』

に

記
さ

れ

た

こ

ろ
か

ら

則
光

は

斉
信
邸
に

よ

く

出
入

り

し

て

い

た

の

か

も

し

れ

な
い

。

た

だ、

三

田

村
氏
が

そ

の

根
拠
の
一

つ

に

さ

れ

た

『

小
右
記
』

長
徳
二

年
（

九

九
六
）

四

月

七

日

条
「

参
内、

先
参
右

府
（

道
長
）

直

廬、

申
雑
事、

志
宗
我
弘

範
死

去
所、

以
志

伴
忠
信
賜
使
庁
奏、

即
以
頭
中
将
（

藤

原
斉
信
）

令
奏
聞、

禊
日

前
駈

左

衛
門
尉
（

平
）

維
時
申
故
障、

事
依
掲
焉
令
奏
聞、

有
天

許、

以

（

橘
）

則
光

為
其
替、

逎
仰
大

外
記
（

中
原
）

致
時
朝
臣
」

は、

長
徳

の

政
変
の

騒
動
の

最
中

、

則
光
が

斉
信
の

取
り

次
ぎ

で

検
非
違
使
に

任
じ

ら

れ

た

も

の

で

は

な

く、

四

月
十
二

日

（

『

日

本
紀
略
』
）

の

斎
王

御
禊
の

前
駆
に

補
さ

れ

て

い

た

左

衛
門
尉
平
維
時
が

障
り

を

申
し

た

の

で
、

橘
則
光
が

替
わ

り

と

な
っ

た

こ

と

を

記
し

た

も

の

で

あ

る
。

七

八

段
勘
物
に

「

〔

長
徳〕

三

年
正

月

廿
八

日

左

衛
門
尉
使

宣
旨
」

と

あ

る

よ

う
に

、

則
光
が

検
非
違
使
と

な
っ

た

の

は

長
徳
三

年
（

九
九
七
）

正

月
で、

伊
周
・

隆
家
が

配
流
さ

れ

た

後
で

あ

る
。

花
山
院
の

乳
母
子
で

あ
っ

た

則

光

が
、

花
山

院
放
射
事
件
を

お
こ

し

た

伊
周
・

隆
家
兄

弟
に

含
む

と

こ

ろ

が

あ
っ

た

と

し

て

も
、

則
光
の

身
分
・

立

場
で

は、

為
政
者
一

族
へ

の

敵
対
な

ど、

考
え

も

及

ぱ

な
い

の

で

は

な

か

ろ

う

か
。

　
ま
た、

則
光
は

橘
氏
で

あ

る

が、

橘
氏
は

時
姫
所
生

の

兼
家
男
と

は

切
っ

て

も

切

れ

な
い

間
柄
で

あ
っ

た
。

橘
氏

に

は

氏
爵
が

あ
り

、

橘
氏

出
身
の

公
卿
が

こ

れ

を

行

っ

た

が、

橘
氏
出
身
の

公

卿
が

絶
え

た

後、

血

縁
の

あ

る

藤
原
氏
・

源
氏
の

公
卿
が

橘
氏

の

氏

爵
を

推
挙
す

る

こ

と

と

な

り、

こ

れ

を

橘
氏
是
定
（

ぜ

じ
ょ

う
）

と

呼
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ん

だ
。

『

玉

葉
』

安
元

三

年
（

一
一

七

七
）

六

月
五

日

条
に

は、

道

隆
以

降
、

藤
原

氏

が

是
定
を

行
う
こ

と

に

な
っ

た

由
来
や、

代
々

の

是
定
が

記
さ

れ

て

い

る。
『

玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
38）

葉
』

に

記
さ

れ

て

い

る

由
来
か

ら、

ま

ず
見
て

い

こ

う
。

　
　
抑
此
一

族
為
橘
氏
是
定
由
来
者、

氏
公
卿
絶
之
後、

無
人
于

行
氏
爵
事

、

仍
寛

　
　
和
之

比
、

中
関
白
〈

道
隆
〉

為
大
納
言
之

時、

蒙
宣
旨
所
行
也、

其
所
以
者、

　
　
摂
津
守
中
正

之
妻
ハ

、

中
納
言
橘
證
〔
澄

イ〕

清
女
也、

即

道

隆、

道
兼、

御

　
　
堂
等
之
外
祖
母

也、

依
彼
昭

穆
行
此

爵
事
云

云
、

橘
氏
の

公

卿
が

絶
え

た

後
、

氏
爵
を

行
う
入
が

い

な

く

な
っ

た

た

め、

寛
和
（

九
八

五

〜
九
八

七
）

の

頃、

大
納
言
道
隆
が

宣

旨
を

被
り

行
っ

た

が、

そ

の

所
以
は、

道

隆
の

母

摂
津
守
藤
原
中
正

女
時
姫
が、

中
納
言

橘
澄
清
（

貞
観
三

年
（

八

六
一
）

〜

延

長
三

年
（

九

二

五
）

）

女
の

所
生
だ
っ

た

か

ら

と

い

う
。

つ

ま

り、

道

隆
・

道

兼
・

道
長
の

外
祖
母

が

橘
氏

出
身
だ
っ

た

の

で

あ

る
。

さ

ら

に

宣
旨
案
に

よ

る

と、

そ

の

外
祖
母
の

名
も

記
さ

れ

る
。

　
　
挙
状
宣
旨
等
案、

　
　
　
橘
氏、

　
　
　
　
請
以

右
大
臣
被
令
定
行
氏
爵
事
状、

　
　
　
右
氏
入

之
中、

無
公

卿
之

時、

随
氏
族
申
請

、

被
下

宣
旨、

令
定
行
氏
爵
事

　
　
　
者
例
也、

爰
検
旧
風、

為
中
納
言
橘
證
〔

澄
イ〕

清
卿
女
厳
子
之

外
流、

依

　
　
　
非
無
昭

穆
、

請
申
関
白
之

処、

巳

以
件
事
辞
退

者
、

以

右
大

臣
可
令
定
行
氏

　
　
　
爵
事
状、

所
請
如
件、

仍
録
事
状、

謹
請
処
分、

　
　
　
　
　

安
元
三

年
四

月

十
三

日、
（

以

下
略
）

時
姫
の

母
に

あ

た

る

橘
澄
清
女
は

厳
子

と

い

う
名
で

あ
っ

た
。

時
姫
所
生

の

兼
家
男

は、

橘
厳
子
の

外
流
と

な

る

た

め、

橘
氏
是
定
と

な
っ

た

の

で

あ

る
。

簡
単
な

系
図

を

示
す

と

次
の

よ

う

に

な

る
。

橘

則
光

に

つ

い

て

高

橋
由
記

橘
澄
清

　
厳
子

丁
時
姫

藤
原
中
正

τ
口
灘

藤
原
兼
家

さ

ら

に
、

『

玉

葉
』

に

は

代
々

の

是
定
に

つ

い

て

も

記
さ

れ

て

い

る
。

　
　
代
々

是
定
例
（

以

政
注
進
例
）

〈

参
議
橘
恒
平
朝
臣
卒
去
以
後
〉 、

　
　
　
中
関
白
〈

寛
和
二

年、

宣
下

大

納
言
〉 、

粟
田

関
白
〈

永
延
二

年、

宣

下

中

　
　
　
納
言
〉

、

御
堂
く

長
徳
元

年、

宣
下
大
納
言
V 、

宇
治
殿
〈

長
和
四

年、

宣

下

　
　
　
大

納
言
〉 、

大
二

条
殿
〈

寛
仁
元

年
、

宣
下

中
納
言
〉 、
（

以

下
、

略
）

橘
氏
出
身
の

最
後
の

公

卿
と

な
っ

た

参
議
橘
恒
平
が

没
し

た

の

は

永
観
元

年
（

九
八

三
）

で
、

そ

の

後
、

寛
和
二

年
（

九
八

六
）

か

ら

は

道
隆
が
、

永
延
二

年
（

九
八

八
）

に

は

道
兼
が

、

つ

づ

い

て

長

徳
元
年
（

九
九
五
）

に

は

道
長
が

是
定
と
な

り、

以

下、

頼
通
・

教
通
が

是
定
と

な
っ

た。

　
則
光
の

祖
父
橘
好
古
（

寛
平
五

年
（

八

九
三
）

〜
天

禄
三

年
（

九
七

二
）
）

は

氏

長

者
だ

が、

極
官
を

大

納
言

と

す

る

公
卿
で

あ

り

氏
爵
を

行
う
こ

と

が

出
来
た

。

橘

氏

是
定
を

必
要
と
し

た

の

は、

則
光
の

父
敏
政
の

代
に

な
っ

て

か

ら
で

あ

る
。

そ

し

て、

は

じ

め

て

橘
氏
是
定
と

な
っ

た

の

が

道
隆
で

あ
っ

た
。

是
定
で

あ

る

道
隆
と、

そ

れ

を

必

要
と

し

た

橘
氏
長
者
敏
政
あ

る

い

は
一

男

則
光
と

の

関
係
は

、

家
格
の

違

い

も

あ

り、

親
密
で

は

な

か
っ

た

か

も

し

れ

な

い

が
、

だ

か

ら
と
い

っ

て

冷
え

た

も

の

で

も

な

か

っ

た

は

ず
で

あ

る
。

当
該
章
段
の

史
実
年
時
の

是
定
は

道
長
だ

が、

道

隆
も

道
長
も

橘
厳
子

の

外
孫
で

あ

り、

そ

の

子

孫
が

是
定
と

な
る

資
格
は

あ
っ

た
。

つ

ま

り

政
権
が

中
関
白

家
に

戻
れ

ば
、

是
定
も

中
関

白
家
の

人
物
に

移
っ

た

で

あ

ろ139
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明
星
大
学
研

究
紀

要
【

日

本
文
化
学
部

二
育

語
文
化
学
科
】

第

十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

う。

佐
藤
謙
三

氏
が

、

橘
氏
と

是
定
と

の

関
係
に

触
れ

て

「

則
光
も

や

は

り

藤
原
氏

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　〔
39）

と

結
び

つ

い

て

そ

の

保
護
を

受
け

る

地
位
に

あ
っ

た
」

と

さ

れ

た

よ

う
に、

橘
氏

出

身
の

則
光

に

と
っ

て
、

時
姫
所
生
の

藤
原

氏
と

は

決
裂
す
る

こ

と

の

で

き

な
い

関
係

に

あ
っ

た
。

現

存
諸
資
料
か

ら

で

は、

則
光
と

中
関
白
家
と

の

結
び

つ

き

は

探
れ

な

い

が、

だ

か

ら

と

い

っ

て
、

反

中
関
白
家
の

態
度
を

取

る

こ

と

も

な

か

っ

た

と

思

わ

れ

る
。

お

わ
り

に

　
斉
信
に

決
し

て

教
え

な
か

っ

た

里

居
所
を

則
光
は

知
っ

て

い

た
。

ま
た、

斉
信
も

則
光

な

ら

ば

清
少
納
言
の

里

居
所
を

知
っ

て

い

る

も
の

と

思
っ

て

尋
ね

て

お

り、

第

三

者
の

目

か

ら

見
て

清
少
納
言

と

則
光
の

関
係
は

良
好
で

あ
っ

た
。

清
少
納
言
に

と

っ

て

則
光

は

最
も

気
の

お

け

な

い

存
在
で

あ
っ

た

と
い

え

る
。

「

い

も

う
と

」

「

せ

う

と
」

と

い

う
呼
び

名
か

ら
も、

二

人

の

関
係
は

和
や
か

な

も

の

だ

っ

た

と

想
像
さ

れ

る
。

後
年、

両

者
の

間

に

は

「

便
な

き

こ

と
」

が

起
こ

り、

そ

れ

が

き
っ

か

け

と

な

っ

て

仲
が

絶
た

れ

た

と

考
え

ら

れ

る

が
、

叙
爵
し

殿
上

を

下

り

た

則
光
と
の

関
係
が

疎
遠
と

な

る

の

は

自
然
の

成
り

行
き

で

あ

り、

則
光
が

『

枕
草
子
』

か

ら

姿
を

消
す

の

も

当
然
で

あ
っ

た
。

　
と

こ

ろ

で、
『

枕
草
子
』

に

お

け

る

則
光
は

烏
滸
者
的
役
割
を

担
っ

て

い

る
。

黒

板
伸
夫
氏

が、

蔵
人
と

検
非
違
使
左

衛
門
尉
を

兼
帯
す

る

則
光

に

つ

い

て
、

「

『

枕
草

子
』

で

は

愛
人

の

清
少
納
言
か

ら

軽
く
あ

し

ら

わ

れ
、

無
風

流
を

嘲
笑
さ

れ

て

や

や

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

（
40）

道
化
じ

み

て

描
か

れ

る

彼
は、

有
能
な

官
人
で

あ
っ

た
」

と

述
べ

て

お

ら

れ

る

よ

う

に
、

官
人

と

し

て

の

則
光

、

あ

る

い

は

『

今
昔
物
語
集
』

な

ど

に

記

さ

れ

る

勇
猛

果

敢
な

則
光

は、

『

枕
草
子
』

に

登

場
す
る

則
光
と

異
な

る
一

面

を

見

せ

る
。

し

か

し、

則
光

に

限
ら

ず、
『

枕
草
子
』

に

記
さ

れ

る

六

位
蔵
人
は

ほ

と

ん

ど

烏
滸
者
と

し

て

140

記

さ

れ

て

お

り
、

元

夫

則
光
な

ど

は
、

そ

れ

こ

そ、

格
好
の

道
化
と

し

て

『

枕
草

子
』

に

記
さ

れ

た

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

『

枕
草
子
』

に

お

け

る

則
光
描
写
に

は

あ

る

程
度
意
識
的
な

改
変
が

な

さ

れ、

ま

た

則
光

も

そ

れ

を

許
し

て

い

た

と

と

ら

え

る

こ

と

が

で

き
る

。

貴
族
社
会

に

元

夫
婦
で

共
同

し

て

笑
い

を

提
供
し

て

い

た

と

す
れ

ば、

則
光
の

和
歌
嫌
い

も
一

種
の

ポ

ー

ズ

と
し

て

位
置
づ

け
る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

　
則
光
は

橘
氏
の

長
者
で

あ

る

敏
政
男
で、

清
少
納
言
よ

り

も

家
格
は

良

い
。

し

か

し、

そ

れ

は

清
少
納
言

と

則
光
と
の

個
人

の

問
題
で

あ

る
。

中
宮
定
子
の

女
房
と

し

て

最
上

級
の

貴
紳
と

も

接
触
の

機
会
が

あ
ワ

た

清
少

納
言
は、

殿
上

人
と

し

て

は

最

下

位
の

六
位
蔵
人

に

し

か

過
ぎ

な

い

則
光
を

あ

え

て

「

烏
滸
者
」

と

し

て

『

枕
草

子
』

に

記
し
た

の

で

は

な

か

ろ

う
か

。

室
伏
信
助
氏
が

『

枕
草
子
』

と

『

今
昔
物
語

集
』

の

則
光
像
の

相
違

に

つ

い

て

「

歴
史
に

根
ざ

す

社
会
的
基
盤
の

動
態
が

は
っ

き

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
41）

り

と

読
み

と

ら

れ

る
」

と

さ

れ

た

よ

う
に、
『

枕
草
子
』

の

烏
滸
者
則
光

と

説
話
が

伝
え

る

武
勇
優
れ

る

則
光
に

は、

女

房
社
会
の

価
値
観
と

男
性
貴
族
社
会
の

価
値
観

の

相
違、

両
者
の

執
筆
意
識
の

相
違
が

深
く

関
与
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

清
少

納
言
は

役
割
を

選
ん

で

人
物
を

描
写

し

て

い

る

と

い

え

よ

う。
『

枕
草
子
』

に

六

位

蔵
人
は

多
く

登
場
す

る

が
、

三

田

村
雅
子

氏
が

「

橘
則
光
や

平
生
昌
・

源
方
弘
・

藤

原
信
経
な

ど

の

基

本
的
に

清
少
納
言
と

同

じ

階
層
に

属
す

る

家
司
階
級
の

道

化
た

　
　
　

　

（
42）

ち
」

と

評
す
る

よ

う

に、

彼
ら

は

総
じ
て

清
少
納
言
に

軽
く

扱
わ

れ

て

い

る
。

元

夫

則
光
は、

他
の

入

よ

り

も

親
し

い

間
柄
で

あ
っ

た

た

め

に
、

比

較
的
詳
し
い

叙
述

が

残
さ

れ

た

が
、

だ

か

ら

と

い

っ

て
、

そ

れ

が

讃
美
の

対
象
と

し

て

の

描
写

で

な
い

の

は、

む
し

ろ

当
然
で

あ
っ

た
。

注
〔
1

）

　
塩
田

良
平
氏
「

清
少

納
言

と

則
光
」

（
『

国
語
と

国

文

学
』

九
巻
八

号

　一
九
三
二

・
八）、
「

枕
草

　

子
に

於
け
る

現
代
性
」

（
『

文

学
』

六

巻
一
〇
号

　一
九

三

八

二
〇）

（
2
）

　
岸
上

慎
二

氏

］

清

少
納
言

と

則

光
と
の

関
係
に

つ

い

て

…
則
光
は

初

期
の

夫
に

あ

ら

ざ

る

か

N 工工
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」

（
『

文
学』
八

巻一
二

号

　一
九
四

〇

二
二

）

（

3）
　
『

小
右

記
』

長
徳
三

年
（
九
九
七
）

四

月
十
七

日

条
「

左

衛
門
尉
（
橘
）

則
光
〈

検

非
違

使、

又

　
　
彼
院
御

乳
母
子
也
＞」

。

『

小
右
記
』

の

本
文
は

大
日

本
古
記
録
（
岩
波
書
店

　一
九
八

七
・
一
）

に

　
　
よ

る。

（

4）
　
『

今

昔
物
語

集
』

巻
二

十
三

ノ

十
五

「

陸

奥
前

司
橘
則
光、

切

殺
入

語
」 。

ほ

ぼ

同
文

の

説

話
が

　
　
『

宇
治
拾
遺
物
語
』

巻

十
冖
ノ

八

「

則
光
盗
人

ヲ

切

事」
に

も
残
る。

（

5）
　
『

今
昔
物

語
集
』

の

本

文
は、

小
峯
和

明
氏
校
注

　
新
日

本
古

典
文
学
大

系
（
岩
波

書
店

　
一
九

　
　
九
四
・

＝
）

に

ょ

る。

（

6）
　
室
伏

信
助
氏
「

伝
承
と

事
実
の

世
界

−
橘
則

光
を
め

ぐ

る

笑
い

の

基
盤

ー
」

（
鑑

賞
日

本
古

　
　
典
文
学
『

今
昔
物

語
集
　
宇
治
拾
遺
物
語
』

角
川

書
店

　一
九
七

六
・
二

　
所
奴）

（

7）
　
『

権
記
』

の

本
文

は

資
料
纂
集
（
続
群
書
類

従
完
成
会

　一
九
七

八
・
一
二
）

に

よ

る。

（

8）
　

塩
田

良
平
氏
「
枕
草
子
に

於
け
る

現
代
性
」

（
『

文
学
』

六

巻
一
〇
号

　一
九
三

八
・
一
〇）

（
9）
　

事
件
の

顛
末
は

『

小

右
記
』

長
徳
三

年
四

月

十
六

日

〜
十
八

日

条
に

記
さ

れ

る。

（

10）
　
『

大
日

本

史
料』

所
引
の

『

書
写
山
円

教
寺
旧

記
』

「
花
山
太
上

法
皇
御
幸
当

州
書
写
山
事
」

に

は

　
　
「

長
保
四

年
壬
寅
三

月

五

日、
（
中
略）

其
扈
従

者
別
当

散
位
平
朝
臣
公

誠、

遠
江
介
橘
朝
臣
則
光、

　
　
散
位
ロ
ロ
朝
臣
公

真、

蔵
人

藤
原
正

良、
」

と

あ
る。

（
11
）

　
池
田

亀
鑑
氏

「
枕
草

子
の

作
者
」

（
『

研
究
枕
草
子
』

至

文
堂

　一
九
六

三
・
一
〇

　
所
収）。

以

　
　
下、

池
田

氏
の

説
は
こ

れ

に

よ

る。

（
12）
　
『

枕
草
子
』

の

章
段
数
・
本
文
は、

石

田

穣
二

氏

訳

注
　
角
川

ソ

フ

ィ

ア

文

庫
『

枕

草
子』
上

下

　
　
（一
九
七

九
・
八、
一
九
八

〇
・

四）
に

よ

る
。

私
に

注

を

つ

け
た。

（
13）
　

能
因
本
の

本
文
は、

松
尾

聡
　
永
井
和
子

氏

校
注
・
訳

　
日

本
古
典
文
学
全

集
（
小
学
館
　
一
九

　
　
七

四
・
四）
に

よ

る
。

（

14）
　
七

八

段
勘
物
に

］

橘
則
光

　
長
徳
元
年
正

月
十
一
日

蔵
入
卅
一
　

二

年

修
理

亮
　
元
所
雑
也
　
三

　
　
年
正

月
廿
八

日

左

衛
門
尉
使
宣

旨

　
四

年
叙

　
任
遠
江

権
守

寛
弘
三

年
土

佐
守
四

十
二
L

と

あ

る
。

　
　
ま

た、
『

長
徳
二

年
大

間
書
』

に

よ

る

と、

修
理
亮
に

任

じ

ら
れ

た

の

は

正

月
二

十

五

日。

（
15
）

　

古
瀬
雅
義
氏
「

『

枕

草
子』
「
憚
り
な

し
」

の

指
示

す

る

『

論
語
』

基
本
軸

ー
行
成
と

の

会
話
を

　
　
支

え

る

『

論
語
』

古
注
と

章
段
構
想

1
」

（
『

論

考
平
安

王

朝
の

文
学

　一
条

朝
の

前
と

後
』

新
典

　
　
社
　一
九
九
八
・
一
一
　

所

収
）

（
16
）

　
底
本
と
し

た

角
川

文

庫
本
で

は、

結
句
を

「
河
と
だ

に

見
じ

」

と

し

て

い

る

が、
「

河
」

は

「

彼

　
　
は
」

と

掛
け
ら

れ

て

い

る

の

で、

ひ

ら
が

な

と
し
た。

（
17）

歌
は、

角
川

書
店

　
新
編

国
歌
大
観

　
に

よ
っ
た。

（
18
）

　
藤
本
宗

利
氏
「

「

里

に

ま

か

で

た

る

に
」

段
の

本
質

ー
橘
則
光

と

の

交
流
を

め

ぐ
っ

て
L

（
『

枕

　
　
草
子

研
究
』

風
間

書
房

　
二

〇

〇
二

・
二

　
所
収、

初

出
『

常
葉

国
文
』

一
五

　
一
九
九
〇
・
一

橘
則
光
に

つ

い

て

高
橋
由
記

　
　一
）。

以
下、

藤
本

氏
の

論
は

こ

れ

に

よ

る
。

〔

19）
　
『

篁
物
語
』

の

冒
頭
の

二

首
と、

そ

れ

に

関
係

す
る

部
分
を

挙
げ
て

お

く

（
本
文
は、

遠

藤
嘉
基

　
　
氏
校
注

　
日

本

古

典
文

学
大
系
『

篁
物
語

　
平
中

物
語
　
浜
松
中
納
言

物
語』

岩
波
書
店

　一
九
六

　
　
四
・
五

所
収
に

よ

る）。

　
　
こ

の

男、
い

と

お

か

し

き

さ

ま
を
見
て、

す
こ

し

馴
れ

ゆ
く

ま
」

に、

顔
を

見

え

物
語
な

ど

も

し

て、

　
　
文
の

て

と

い

ふ

も
の

を

取
ら

せ

た
り

け

る

を、

見

れ

ば、
か

く
ひ

ち

し
て、
「
首
を

な
ん、

書
き

た

　
　
り

け
る。

　
　
　

　
な
か

に

ゆ

く

吉
野

の

河
は

あ
せ

な

な

ん

妹
背
の

山

を

越
ゑ

て

見
る
べ

く

　
　
と

あ
り
け
れ

ば、
「

か
」

り

け
る
」

と
心
づ

か
い

し

け

れ

ど、
「

な

さ

け

な

く

や

は
」

と
て、

　
　
　

　
妹
背
山
か

げ

だ

に

見

え

で

や
み
ぬ

べ

く

吉
野

の

河
は

濁
れ

と

そ

思
ふ

　
　
ま

た、

男、

　
　
　

　
濁
る

瀬
は

し

ば

し

ば

か

り
ぞ
水
し

あ

ら

ば

澄

み

な

む
と

こ

そ

頼
み

渡
ら

め

　
　
女、

　
　
　

　
淵
瀬
を

ぱ

い

か

に

知

り

て

か

渡
ら

む

と

心

を

先
に

人
の

言
ふ

ら

ん

　
　
男、

　
　
　

　
身
の

な

ら

む
淵
瀬
も

知
ら

ず
妹
背
川

降
り

立

ち

ぬ
べ

き

こ

」

ち
の

み

し

て

　
　
か

く
言
ふ

程
に、

人
に

く

か

ら

ぬ

世
な

れ

ば、
い

と

け

う
と

く

な
か

り

け

り。

（
20）
　
『

蜻
蛉
日

記
』

冒
頭
付
近

の

兼
家
の

贈
歌
（
一
番
歌）
と、

そ

れ

に

対
す

る

道
綱
母

の

返

歌
（
二

　
　
番
歌）
を

挙
げ

て
お

く

（
本
文
は、
上

村
悦
子

氏

校
注
・
訳

　
講
談
社

学
術
文

庫
『

蜻
蛉
日

記
』

上

　
　
（

講
談
社

　一
九
七

八
・

二

）

に

よ

る。

　
　
　

　
音
に

の

み

聞
け

ば

悲
し

な

ほ

と

と

ぎ

す
こ

と

語

ら

は

む
と

思
ふ

こ

こ

ろ

あ

り

　
　
と

ば

か

り

ぞ

あ

る
。

　
　
「

い

か

に。

返
り
ご

と

は

す
べ

く
や

あ

る
」

な

ど、

さ

だ

む
る

ほ

ど

に、

古
代

な

る

入
あ

り
て、
「

な

　
　
ほ
」

と
か

し

こ

ま
り

て

書
か

す
れ

ば、

　
　
　

　
語
ら

は

む

人
な

き

里

に

ほ

と
と

ぎ
す

か

ひ

な

か

る

べ

き
声
な
ふ

る

し
そ

（
21
）

　
七

八

段
勘

物
は

「

遠
江

権
守
」

と
す

る

が、
『

書

写
山

円
教
寺
旧

記
』

に

は

長
保
四

年
（
一
〇
〇

　
　
二

）

三

月

の

こ

と
と
し

て

「
遠

江
介
橘
朝
臣
則
光
」

と

あ

る。

（
22
）

　
藤
本
一
恵
氏
「

橘
則
光

ゆ

か

り
の

人
た

ち
」

（
『

女
子

大

国
文
』

五

八

　一
九

七

〇
・
七）

（
23）
　

後
藤
祥
子
氏
「

和
歌
生

活

−
女
歌
と

物
語
」

（
『

岩
波
講
座
　
日

本
文
学
史
』

3
巻
　
岩
波
書
店

　
　一
九
九
六
・
九

　
所
収
）

（
24）
　
『

金
葉
集
（
二

度

本）
』

巻
六
・
別
部
（
三

奏
本
で

は

三

六

〇
番
歌）

　
　
　

　
　
陸
奥
国
へ
ま

か

り

け
る

と

き

あ
ふ

さ
か

の

せ

き

よ

り
み

や
こ

へ
つ

か

は

し

け
る

／

橘
則
光
朝

　
　
　

　
　
臣
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明
星

大
学
研
究
紀

要
【

日

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
五

号

　
二

〇
〇
七

年

　
　

蹲

わ

れ

ぴ

と

り
い

そ

ぐ

と

お

も

ぴ

し

あ

づ

ま
ち
に

か

き

ね
の

む

め

は

さ

き
だ

ち

に

け

り

（
25）
　
『

続
詞
花
集
』

巻
九
・
哀
傷

　
　

　
　
　
子

な

く

な
り
て

侍
り

け

る
こ

ろ、
お

な
じ

お

も

ひ

な

り

け

る

人
に

つ

か

は

し

け
る

／

橘
則
光

　
　

　
　
　
朝

臣

　
　

姻

か

た

ら

ば

や

こ

の

よ

の

夢
の

は

か

な

さ

を

君
ば

か

り
こ

そ

お

も

ひ

あ
は
せ

め

（
26）
　
則

光
が

陸
奥

守
と

な
っ
た

時
期
は

正

確
に

は

不

明
だ
が、
『

小

右
記
』

寛
仁

三

年
（
一
〇
一
九）

　
　

七

月
二

十
五

日

条
に

「

右
近

尼
く

陸
奥
守

則
光
姑
V
」

と

あ

る

か

ら、

こ

の

頃、

陸
奥
守
だ
っ

た
と

　
　

推
定
さ

れ

る。

（
27）
　
『

定

頼
集
』

（
異
本
系
〈
新
編
国

歌
大

観
七

巻
所
収
〉

）

　
　

　
　
　
橘

則
光、

み

ち
の

く

に

に

く

だ

り

し

に

い

ひ

や

る

　
　

鰡
か

り

そ

め

の

別
と
お

も

へ
ど

し

ら

川

の

せ

き
と

ど

め

ぬ

は

な

み

だ

な

り

け

り

　
　
＊

『

後
拾

遺

集
』

巻
八
・
別
・
四

七

七

と

し

て

入

集

（
28）
　
『

詞

花
集
』

巻
六
・
別

　
　

　
　
　
橘

則
光
朝
臣
み

ち
の

く

に

の

か

み

に

て

く

だ

り

侍
り

け

る

に、

餞
し

侍
る

と
て

よ

め

る

／
藤

　
　

　
　
　
原

輔
尹
朝
臣

　
　

塒

と

ま

り

ゐ

て

ま
つ

べ

き

身
こ

そ

老
い

に

け
れ

あ

は

れ

別
は

人

の

た

め

か

は

　
　
＊

『

金

葉
集
（
三

奏
本）
』

巻
六
・
別
離
・

三

四

五

で

は

作

者
を

「

菅
原

資
忠
」

と

し

て

入

れ

る。

　
　
『

玄
玄

集
』

（一
〇
八
）

で

は

作
者
は

「

佐
忠

弁
」 、
『

別
本
和

漢
兼
作

集
』

（
三

二

八）
で

は

作

者
を

　
　
「

木
工

頭
輔

尹
朝
臣
」

と

す
る。

（
29）
　
・

『

後
拾

遺

集
』

巻
一
・
春
上

　
　

　
　
　
み

ち

の

く

に

に

は

べ

り

け

る

と

き

は

る

た

つ

ひ

よ

み

侍
け

る

／

光
朝
法
師
母

　
　
2
い

で

て

み

よ

い

ま
は

か

す
み

も

た

ち

ぬ

ら

ん

は

る

は
こ

れ

よ

り

す

ぐ

と

こ

そ

き

け

　
　
・

『

後

拾
遺

集
』

巻
十
三
・
恋
三

　
　

　
　
　
橘
則

光

朝
臣
陸
奥
の

か

み

に

て

は
べ

り
け

る

に、
お

く
こ

ほ

り

に

ま

か

り
い

る

と

て

は

る

な

　
　

　
　
　
む

か
へ

る
べ

き

と

い

ひ

は
べ

9
け

れ

ば

を

ん

な
の

よ

め

る

／

光

朝
法
師
母

　
　
捌

か

た

し

き

の

こ

ろ

も

の

そ

で

は
こ

ほ

り

つ

つ

い

か

で

す
ぐ
さ

む

と

く

る

は

る

ま
で

（

30）
　
流

布
本

系
『

清

少
納
言
集
』

は、
『

私
家
集
大

成

　
中
古

工
』

所

収
「
清
少
納

言
I

」

に

よ

る。

　
　

私
に

濁
点
を
つ

け

た。

（

31）
　
萩
谷
朴
氏

『

清
少
納
言
全
歌
集

　
解
釈
と

評
論
』

（
笠
間
書
院

　一
九

八

六
・
五）

（

32）
　
佐
藤
雅

代
氏
校

注
『

清
少
納
言

集
』

（
和
歌
文

学
大

系
『

賀

茂
保
憲
女
集

／

赤
染
衛

門
集
／

清
少

　
　

納
言
集
／
紫
式

部
集
／

藤
三

位
集
』

明

治

書
院

　
二

〇
〇
〇
・

三

　

所
収）

（

33）
　
清
水
好
子

氏

「

清
少

納
言
」

（
『

王

朝
女

流
歌
人

抄
』

新
潮
社

　一
九
九
二

・
一
）

（

34）
　
村
手
通
子

氏

「

清
少

納
言

−
則
光
を

中
心

に

I
」

（
『

説
林
』

　一
八

　
一
九
六
九
・
一
二
）

142

（
35
）

　
三

田

村
雅
子
氏
「

枕
草
子

の

沈
黙

i
「

あ

は

れ」
と

「

を

か

し
」

　

　
L

（

『

枕
草
子

　
表
現
の

　

　
論
理
』

有

精
堂

　一
九
九

五
・

二

　

所
収、

初
出

『

文
芸
と

批
評
』

四

巻
三

号

　一
九
七

四
・
一

　

　一
）

（
36
）

　
『

御

堂

関
白
記
』

長
和
二

年
（

一
〇

＝
二）

四

月

十
三

日

条
頭
書
に

は、
「
朝
経
朝
臣
来
仰
云、

可

　

　
有
賞
本

家
人、

誰
入
歟
可

給
者、

問
家
主
案
内、

申
云、

似
（
橘）

則
光
朝

臣
家
司
也、

給
之
如
何、

　

　
以

此
由
奏
聞、

又
来、

依

請
叙
一
階、

太

皇
太
后
宮
大

夫
承
之、

則
光
賀

啓
」

と

あ

る
。

『

御
堂

関

　

　
白

記』
の

本
文
は、

大

日

本
古
記
録
（

岩
波
書
店

　一
九
九
一
・

三）

に

よ

る。

（
37
）

　
是
定

に

つ

い

て

は、

沖

奈
保
子
氏
の

口

頭
発
表
「

十
世
紀
後
半
の

橘
氏

　
　

安
和
の

変
の

周
辺
と

　

　
橘
好
古

l
」

（
於
歴
史
物
瓠

叩

研
究
ム

五

　

二

〇
〇
六
・
四）
　
に

多
大
な

教一
小

を

得
た。

（
38
）

　
『

玉

葉
』

の

本
文
は

『

玉

葉
』

中
巻
（

す
み

や

書
房

　一
九
六

六
・

二
）

に

よ

う。

（
39
）

　
佐
藤
謙
三

氏

「

平

安
朝
宮

廷
文

学
の

背
景
」

（
『

平

安
時
代

文
学
の

研

究
』

角
川

書
店

　一
九
六

　

　
〇
・
一
一
　

所
収、

初
出
『

文

学
』

　一
九
四

九
・
八
）

（
40）
　
黒
板
伸

夫
氏

「

頭
弁
行

成
へ

ー
繁
忙
の

日

々

　

　
」

〔
『

藤
原

行
成
』

吉

川
弘

文
館

　一
九

九

　

　
四
・
三

所
収）

（
41）
　
注
6
に

同
じ

（
42）
　
三

田

村
雅
子
氏
「

見
る

／
見

ら

れ

る

／
見
せ

る

　
　
枕
草

子

の

視
線
構
造

1
」

（『
枕
草
子

　
表

　

　
現
の

論

理
』

有
精
堂

　一
九
九

五
・
二

　
所
収、

初
出

『

日

本
文
学
史
を

読
む
』

2
　
有
精
堂

　一

　

　
九
九
一
・
五

　
所
収）
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